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教育学部 5名,経済学部 2名,薬学部 1名,工学
部 2名,医師 1名であった。
相談の事項は,学業 ・精神衛生 ・経済事情 ・就
職 ・健康 ・対人関係 ・家庭 ・住居など,学生の生




























カウンセラー各 1名,看護婦 4名 (うち2名は学
生部厚生課保健係併任, 1名は工学部学務係併任),
栄養± 1名である。他に非常勤学校医 9名,学生
































































第 3章 施設 と運営








旧事務局を改築 し, 1階にセンター, 2階に学生
部が入ることになった。
















第 4章 事  業





























400名余 (学部学生 4,318,大学院生 176,専攻生,
留学生若千名)であったが,昭和60年度には5,200
4名余 (学部学生 5,070,大学院生 136,専攻生,
留学生若千名)に,平成11年度には,7,500名余
(学部学生 6,718,大学院生 591,専攻生,留学生








































































































































たのでit っ｀たん中止することになり, 日下, こ
れに代わる新 しい企画を考慮中である。
第 5章 将来展望
保健管理センターでは,所期の目標を達成する
ために,(1)定期及び臨時の健康診断,(2)身体的 ・
精神的健康相談及び指導,G)環境衛生及び伝染
病等の予防についての指導,援助を行ってきた。
しか し, より積極的な健康維持には個人個人の
「健康の自己管理」がもっとも重要である。 この
「健康の自己管理」を行 うには,健康や疾患につ
いての正確な知識を有することが不可欠である。
そのためには健康教育が必要であり, これを行う
ことでセンターの理念 ・目標を更に一歩前進させ
ることができる。このために,現在は健康管理の
施設として位置づけられているセンターを,将来
は研究 ・教育の施設とし,全学の健康管理と健康
教育を一体化 した専門的業務を行う施設として整
備することなどの検討が必要であろう。
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(なお脱稿後に,大学改革推進委員会の答申に基づ く,
全学委員会の整理統合の提言に従い,「富山大学保健
管理センター規則」は廃止され,平成12年4月1日付
けで新たに 「富山大学保健管理センター運営委員会規
則」が制定された。その内容は 「富山大学規則」に譲
る。)
